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　 プ ラ ス マ フ ェ レーシ ス に よる維持治療を行 っ た

　　　 原発性 マ ク ロ グ ロ ブ リン 血症 の 1症例
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　76 か 月 に渡 り ブ ラ ス マ フ ∴ レ ー
シ ス を施行 した原

発性 マ ク ロ グ ロ ブ 1丿ン 血 1［の 1例を経験 し た の で 報告

す る．届 列は，62歳 女性 で ，19S7 年原発性 マ ク ロ グ ロ

ブ リ ン ［fi跏 ヒ診断 され， メ ル フ ァ ラ ン
， イ ン ターフ ェ

ロ ン 投与 が 行わ れ κ が ，骨髄 丁川 が 強 く継続治療 が 困

難 で あ っ た ．k た
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ク リ オ グ ロ ブ リ ン 血症 に よ る 「虹管

炎 お よび腎症 亡 r｝併し て お り．．プ ラ ス マ 7 エ レ ー
シ ス

が 極 め て 有効 で あ っ た た め ，以 後 2〜3週 に 1 度 の プ ラ

ス マ フ ェ レ ーシ ス に k る維持療法 を行
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した が，そ の 後 C 型肝炎，脾 機能 亢進疔 を呈 し ， 消化
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治療 と して は，多発性骨髄腫 、：準 じた化学療法 が行わ
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　　多発性骨髄腫 に おける血漿交換療法 に つ い て

　　　　　　　 消水寛夫
＊ ・浅 田 雅 美

＊・荒木俊行
＊＊

　　　　　　　　西伊豆病院透析室
＊ ・

同泌尿器科
＊ ＊

　［対塚皮び方法 」症例 は 70歳女性 IgG （κ ）型，76 歳

男
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男性 IgA （λ）型 の 多発
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lU疔r．例 に 対 し て化学療法施行 す る も反応 せ ず，過粘度

症候群 の 増強 に よ り，歩行困 雎 と な っ た た め ，ボ ア サ

イズ の 異 な るlf［L漿 成分 分離器 を用 い て 二 看膜濾過 lin漿

交換 （DFPP ）を 施行 し，それ ぞれ の 症例治療効果を比

校検詞 した． 結果」多発件 旨髄睡 の 過粘度症候群度 に

対 し て ボ ア サ イ ズ の 異 な る 1）1；1）P を施行 し ， 異常免疫

グ ロ ブ リ ン の DFPP 前後 で の 減少率で 有意芹 を 認 め

た．L結論］多発 性骨髄腫 の 過 llノ度 症 候群 に 対 し て 有効

で あ り 異常免疫 グ ロ ブ リ ン の DFPP 前後 で の 減少率

で 3症例 と も AC 　174〔1の ［虹漿成分分 1雅器 が 優 れ て い

た．

　 悪性関節 リウマ チ に 対す る長期の 血漿交換療法
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慢性関節 1丿ウ マ チ 患者に対 する血漿交換療法に お け る

血漿粘度の 変化の 違 い に よ る 検討
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